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070304 防災フェスタin名古屋大２００７

06年2月から07年3月2日まで
長期連載「恐るべし名古屋！」

筆者７１人の大連載

平時の活用、減災に生かす→福和節

災害時の情報、役割と限界
いつ、誰が、何のために、誰に対して、どんな情報
を、どのような手段で？

「こんなのができたので使って」は最悪の結果

従来の危険情報の役割と限界、マスコミの役割と限
界を理解し、関わる人たちの立場を想定し、災害時
のプロセスを踏まえてのシナリオを前提に！

→ 納得して行動に移せるような情報支援を
09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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意思決定には情報が重要！

避難勧告、安否確認、被害の把握、業務遂
行上の様々な連絡、一人一人の生活再建、
復興まちづくり、都市や産業再建・再興
平時に比べて多様で膨大な意思決定が必要になるのが災
害時。多様な場面で意思決定に必要な情報が求められる。

そのために必要な情報とは何か。情報がどのように届けら
れればいいのか。非常時だけの情報ルートは機能しない
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警報など危険情報の役割と限界

専門機関からの情報

気象予警報、津波予警報、火山情報、地震予知情報

それを受けてた行政判断での情報

避難準備情報、避難勧告、避難指示

いつ、誰が、誰に対して、 何のために、どんな情報
を、どのような手段で？

規格化は何の目的で、誰に対して行うのか。
どんな情報を、どこまで規格化すればよいか。
夢物語は語れるが、本当に役に立つのか。

規格化は何の目的で、誰に対して行うのか。
どんな情報を、どこまで規格化すればよいか。
夢物語は語れるが、本当に役に立つのか。

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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行動指針になるために
伝統的な災害情報、とにかく届けば良かった。「使
うあなたがどうぞご自由に」（伝統的気象庁の姿勢
＝変化しては来てますが）では役に立たない。

出し手は、届ける相手を意識しているか。受け手の
状況が見えているか？ 時間、地域は適切か？

受け手は、情報の意味を理解しているか。そこから、
アクションできるか。同じ轍を踏まないためには？

情報のターゲットは徐々に明確になってはきている
が、 災害時に忙しい自治体の意志決定を、規格
化でどう支援できるか。

住民が行うさまざまな意志決定にどう役に立つか09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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要は、うちの市が、うちの社が、うち
の町内が、我が家がどうすればいい
のかを、自分で判断できる（レベルま
で分かりやすく、納得できるようプロ
セスが分かる）情報を知りたい

要は、うちの市が、うちの社が、うち
の町内が、我が家がどうすればいい
のかを、自分で判断できる（レベルま
で分かりやすく、納得できるようプロ
セスが分かる）情報を知りたい
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ちなみに、マスコミの役割は？

いざというときに何が起きたかを伝える
事件報道の延長。気象予警報などはこの延長

これからの専門機関・行政の対応を伝える
行政報道。避難勧告などは、この延長。

住民の対応指針を伝える
緊急時の行動を促すアナウンス「落ち着いてください。
身の安全、火の始末。念のため避難を」

生活情報（阪神大震災後）。

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

マスコミのニュースとは何か
ニュース＝変わったこと。絵になる素材を過剰に
伝えてきた。ファクト重視の罠。

地震など大災害は究極の事件。何があるから分
からないから面白い

特ダネ意識。あっちがこの切り口なら、こっちは
別。一方、「押さえておく」横並び意識も働く。

役立たせる意識は通常ない。「行政がよいことを
やるのは当たり前」なのでニュースでない

↓

過剰な期待しては間違い。せめて混乱させないで09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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事例から振り返ってみると事例から振り返ってみると
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デジタル化で「メディア」としての特性生かし
ユーザーが選択する情報の送り手になれる？

ユーザーって誰？自治体？メディア？企業？住民？

デジタル化で「メディア」としての特性生かし
ユーザーが選択する情報の送り手になれる？

ユーザーって誰？自治体？メディア？企業？住民？

事例から考える 阪神大震災

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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１月２８日、神戸市役所災対
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１月２８日、神戸市役所災対

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

いちいち発表などしてられない

究極の情報共有。避難勧告も張り出しで、声だけはかけ
る。

記者は、携帯電話を持って勧進帳で送稿する

聞きたいことは本部員脇まで言って聞く。場の混乱が分
かるので、無理な質問も出来ない。一種の現場共闘関係
の成立も。

対照的な兵庫県庁の記者会見。県議とゴルフ談義する
記者、いつもの調子で広報をいじめる記者

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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１．２１
神戸市役所８階災対本部

神戸市役所広報課撮影09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

がんばっても情報が届かない
神戸市の区役所災害対策本部では

「地震直後は、市の災害対策本部からマスコミに発表
している情報が区役所に次々にＦＡＸで送られてきた
けれど、救助や食糧の配給に追われて、その情報を避
難所に伝えるために取捨選択してまとめる時間などな
かった」

参考（2006年の「平成18年7月豪雨」での時事通信社
長野支局。自治体やライフライン事業者からのＦＡＸ
が、1日で数センチの厚さに。放っておけばＦＡＸが
詰まる。すべての情報に目が通せない）

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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09.03.13

１９９１年
雲仙普賢岳噴火

この時にはできなかった情報共有

GIS産学官連携協防災WG
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2000年3月 有珠山噴火
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2000年3月 有珠山噴火
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2000年3月 有珠山噴火

０７年能登半島地震、国県市が連絡会議
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GIS産学官連携協防災WG小千谷市災対09.03.13
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GIS産学官連携協防災WG七尾市災対09.03.13

GIS産学官連携協防災WG川口町災対は屋外09.03.13
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GIS産学官連携協防災WG十日町災対09.03.13

GIS産学官連携協防災WG越後町・防災行政無線09.03.13
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GIS産学官連携協防災WG柏崎市・政府連絡室09.03.13

GIS産学官連携協防災WG柏崎市災対09.03.13
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柏崎市災対・マスコミ

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

GIS産学官連携協防災WG
柏崎市・災対廊下09.03.13
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栗原市・災対
GIS産学官連携協防災WG09.03.13

栗原市・災対会見
翌日に誤報騒ぎ翌日に誤報騒ぎ

GIS産学官連携協防災WG09.03.13
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GIS産学官連携協防災WG誤報騒ぎ誤報騒ぎ09.03.13

奥州市災対・情報整理
GIS産学官連携協防災WG09.03.13
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奥州市災対・情報整理
GIS産学官連携協防災WG09.03.13

２００４年 台風２３号・円山川の決壊

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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豊岡市に必要だったのは予定稿
２００４年１０月２０日、円山川が決壊。死者７人

午後５時に警戒水位を突破、同４０分「午後７時には計画
高水位を超える」（国交省事務所長）

午後６時５分に避難勧告発令（予定原稿がなく、時間がか
かった）

同７時１３分、避難指示。同２７分排水ポンプ停止。
「指示」になってかえって軽く考えた市民もいたが、排水ポンプ停
止で本気になった。

同１１時１５分、堤防決壊。同４５分に堤防決壊の放送。こ
の間、どういう放送をしたらいいのかの議論をして時間を取
られた

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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翌午前３時４５分、市長自身がマイクをとって

「私たちも全力を尽くす」と言った。

それで安心して寝たという市民もいたという。

翌午前３時４５分、市長自身がマイクをとって

「私たちも全力を尽くす」と言った。

それで安心して寝たという市民もいたという。
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中越地震では
専門機関も連携したＧＩＳマップが

復
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興
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に
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立
っ
た
が09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

住民への情報は？
新しいメディアも

川口町・ＦＭでの文字放送
柏崎のＦＭピッカラ09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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05年台風14号、ネットで発信
市民と即時、双方向＝宮崎市

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

個別ニーズに徹底的に付き合う

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

札幌市では、１時間おきのＦＡＱ更新で
コールセンターを災害時に情報提供機関に

札幌市では、１時間おきのＦＡＱ更新で
コールセンターを災害時に情報提供機関に

24



09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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携帯電話での情報収集
自分で意志決定ができるツール

携帯電話での情報収集
自分で意志決定ができるツール
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三重県は、TVCML以前から
住民もメディアもリアルタイムで

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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使い手のシナリオに合わせる

まず、利用のシナリオ作りから考える

地図に被害データがパラパラ載っていくような絵柄を
喜ぶのは、首相官邸かマスコミか映画監督

あなたは自治体？、仕事？、出張？、レジャー？

カスタマイズ、パーソナライズでの自分化、地元化をす
ることを可能にする

必要度を判断する基準→メタタグに

重要度＝命や被害拡大、影響のローカル度＝身近さ、
うちに関係するのか、確実度

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

局地的豪雨の手引き局地的豪雨の手引き
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局地的豪雨の手引き局地的豪雨の手引き
09.03.13

27



局地的豪雨の手引き局地的豪雨の手引き
09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

GIS産学官連携協防災WG

局地的豪雨の手引き局地的豪雨の手引き
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局地的豪雨の手引き局地的豪雨の手引き

使い手のシナリオに合わせる

09.03.13
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局地的豪雨の手引き局地的豪雨の手引き
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夢を膨らませると
台風や地震、火山などのハザードマップと、発生している
事態を重ね合わせて、被害想定のリアルタイム化ができ
ないか（DISの高度化）。（グーグルアースは当然として）

減災への取り組みの進捗をフィードバックできないか。

面倒なメタタグの付与は、災害時の利用法からメタタグ
DBにフィードバックし発展させ、自由文からプルダウン化。
訓練からのフィードバックも。災害時の検索の達人の手
法もDBに共有化できないか。

ＴＥＣＦＯＲＣＥなどがPDAで現場で入力できないか。

未整備地域は保険料率が高いとか、都市計画の補助率
が低いとか、使わないと不利になるような仕組みを。

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG

でも、現実は
メディアに新たなコストがかかるＴＶＣＭＬがどこま
で必要か。

ランニングコストも問題になる。

人間系の処理でできること、システムが得意なこと
の見極めが必要。

記者や行政マンは情報処理にはたけているはず。

一気に全部とか、精度が高いものを作るのでは
なく、できるところからやる。

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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使ってもらいながら発展できる形態に

災害を考えると、つながらないものがつながる。そ
こからビジネス産まれるかもしれない。

日本版ＰＤＡの携帯電話を端末にしての発展に
期待。車も期待できるかも。

日常ツールに目を向けて、特殊なモノを使わない。

「わがこと」と納得できるようなプロセス・シナリオを
想定し、GIS・規格化はツールだとの割り切りを

09.03.13 GIS産学官連携協防災WG
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